
策定年月日 R2.12.21
更新年月日 R6.8.21

施設名称 所管所属名称

大分類 公共用施設 中分類 学校 小分類 大学校

構造 鉄筋コンクリート 用途 庁舎 建築日 1979/3/31

経過年数 ４５年 耐用年数 ５０年 目標使用年数 ６５年

運営方式 直営 管理者名称 農業大学校 全延床面積（㎡） 902

所在地

必要性の有無 有

優れた農業の担い手となる人材の養成及び農業者の研修を行う

個別施設計画（農業大学校岩出山教場）

１　対象施設・施設概要

施設情報

農業大学校岩出山教場 農業振興課

公共施設等総合管理方針施設分類

主要建物概要

大崎市岩出山南沢字樋渡１

２　計画期間

計画期間は令和３年から令和１２年までの１０年間とする。

３　点検・診断によって得られた個別施設の状態

別添「保全点検結果報告書」のとおり

４　当該施設の必要性

６　対策内容，時期及び概算費用

別添「短期保全計画表」のとおり

必要性の判断理由 優れた農業の担い手となる人材の養成及び農業者の研修を行うため必要である

５　施設ごとの今後の対策

管理に関する基本
的な考え方を踏まえ
た施設の管理方針

　令和６年度現在で４５年を経過し，耐用年数に近づいているものの，宮城県の優れた農業の担い手と
なる人材の養成及び農業者の研修の拠点となっている。
　庁舎の老朽化も目立つものの，長寿命化の方針を取り入れて修繕工事を行いながら，適切な維持管
理に努めている。３年に１度は営繕課による施設保全点検を実施し，その結果に基づき必要な対応を
行う。点検・補修結果についてはデータを蓄積し今後の施設保全に活用を図る。
　予防保全の考え方を取り入れ，劣化状況等に応じた周期的な改修等を図ると共に計画的な修繕・更
新を行う。
　目標使用年数は，宮城県公共施設等総合管理方針における推計条件を準用し，法定耐用年数の３
０％増である６５年を目指すが，検討中である「農業支援体制のあり方」における検討結果を踏まえた対
応（施設の統廃合等）が見込まれる。

施設間・対策間の優
先順位の判断内容

　機械設備については、令和３年度から空調設備の更新及び新設，衛生設備の修繕を行う計画であ
る。これに付帯して配線や受変電設備についても更新する。これら配線の寿命（安全に使用出来る年
数）は、４０年程度で、長くても５０年の寿命しか期待できないため、４０年経過頃から配線類は全て交換
が必要と判断する。また、衛生設備であるトイレは老朽化及び和式のため洋式トイレに修繕、さらに女
子更衣室に洗い場を設置する。
　また、建築設備では研修棟の外壁の塗装の剥がれが確認できるため、劣化状況に応じて再塗装等を
実施する。

設置根拠規定等
地方自治法第１５５条第１項，１５６条第１項
農業大学校条例

業務内容



1500㎡
以上

防災拠点

1 研修棟 行政財産 1979/3/31 1979/3/31 314.80 314.80 1 校舎・園舎 鉄筋コンクリート 47年 45年 保全点検

2 屋外教室 行政財産 1979/3/31 1979/3/31 77.76 77.76 1 事務所 鉄筋コンクリート 50年 45年 保全点検準用

3 宿泊棟 行政財産 1978/7/31 1978/7/31 314.78 509.44 2 寮舎・宿舎 鉄筋コンクリート 47年 46年 保全点検

取得年月日

施設情報詳細（棟情報一覧）農業大学校岩出山教場
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